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1.   背景 

 徳島県鳴門市鳴門町高島地区は、昭和 40 年代まで

塩田の風景が広がり、遠浅の海を利用した入浜式塩

田が発達していた。現在は住宅地となっており、そ

の一画に塩田跡を埋め立てて造られた「鳴門塩田公

園」があり、公園の西側には「福永家住宅」という

国の重要文化財がある。 

 

1)   福永家住宅と鳴門塩田公園 

 福永家住宅は、文政 11 年から天保 4 年(1828 年か

ら 1833 年)の間に建てられた製塩業の民家である。

建物付近にある池は入浜式塩田の跡地であり、全国

で唯一塩田・製塩場・住居が一体となって残ってい

る施設である。西側は小鳴門海峡、南側は水尾川に

面している。福永家住宅に隣接する形で鳴門塩田公

園があるが、人気はなく閑散とした印象である。 

 
図 1. 福永家住宅 

 

2)   潮の干満差 

 福永家が製法として用いた「入浜式」は潮の干満

差を利用するものであり、小鳴門海峡では、大潮の

際には 100cm 以上の干満差が見られる。 

 
図 2. 大潮の満潮時(潮位 156cm) 

 

 
図 3. 大潮の干潮時(潮位 36cm) 

 

2.   対象敷地 

 対象敷地は鳴門塩田公園とする。福永家住宅は車

道を挟んだ西側の敷地内に位置する。 

 
図 4. 対象敷地地図 

(国土地理院地図に筆者加筆) 
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3.   課題 

1)  公園が車道によって分離している 

 現在の鳴門塩田公園は中央に 1 本の車道が通って

いるため、本来 1 つであるはずの公園は東西に分け

られ、行き来の際は車道を横切る必要があり快適性

や安全性が低い状態である。 

2)  公園の整備が行き届いていない 

 福永家住宅が鳴門塩田の唯一の遺構として保存さ

れているのに対し、周辺の鳴門塩田公園は草地が広

がっているだけの空間となっており、場所によって

は遊歩道の整備やベンチの配置がされているが、東

西どちらも人気がなく活気を感じられない。 

 
図 5. 現在の鳴門塩田公園 

 

4.   目的 

 鳴門市の発展に深く関わっていた製塩業において

必要不可欠な要素であった「潮の干満差」を活用し

た、地元住民と観光客が憩いの場として集うことが

できる空間づくりをすることで、製塩業及び福永家

住宅の歴史を継承すると同時に鳴門市の新たな観光

拠点としてより活性化させることを目的とする。 

 

5.   設計方針 

1)  車道の移設 

 鳴門塩田公園を二分している既存の車道を移設

し、公園と車両双方の快適性・安全性を向上させ

る。 

2)  干満差を活用した親水空間の整備 

水尾川から引き込んだ海水の干満差が可視化され

る仕掛けを施すことで、大きな潮位差がある場所な

らではの風景が楽しめる親水空間を創出する。 

3)  鳴門の魅力を発信する複合施設の建設 

 福永家住宅や親水空間を眺めながら鳴門の食を味

わい、鳴門の魅力を知ることができる複合施設を設

計し、賑わいを創出して地域内外の集客を図る。 

 
 

図 6. 完成予想パース
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6.   設計 

1)  駐車場・車道 

鳴門塩田公園を二分している車道を移設して公園

敷地とし、公園北側の南北方向に細⾧い空間を公園

の駐車場の一部として整備し、そこを切り離す形で

新たに車道を設ける。公園内の移動が車両の通行を

気にせず行え、利用者にとってより快適な環境を提

供する。さらに車両の通行経路も整理され、安全性

が向上する。(図 7・8) 

 
 
 
 
 
 
 
 

     図 7. 現在の車道     図 8. 整備後の車道 

 

2)  親水空間 

① 潮入の池 

駐車場から公園に向かう道の突きあたりに、水尾

川から水を引き込んだ池を設ける。池底は砂地にす

ることで水位の違いにより生じる汚れを目立ちにく

くし、なだらかな傾斜をつけることで潮の干満差が

際立って見えるようにする。満潮時には眼前に広が

る大きい水面を眺められ、干潮時には海水が引いた

部分を歩くことができるようになるという、それぞ

れの潮位で異なる楽しみ方ができるようにする。 

 
図 9. 満潮時の潮入の池 

 
図 10. 干潮時の潮入の池 

 

② 観潮デッキ 

公園中央の複合施設西側に岬を設け、高さは満潮

時の水位と干潮時の水位の範囲内におさめること

で、干潮時のみ岬が水面からあらわれてみえるよう

にする。さらに 1m ほどの隙間を空けることで、潮

が引く瞬間に起こる水の流れを視覚化する。仕上げ

は景観を損なわないよう石積み護岸とし、近くのウ

ッドデッキからも水の流れを見られるようにする。 

 
図 11. 満潮時の岬・ウッドデッキ 

 

 
図 12. 干潮時の岬・ウッドデッキ 

 



卒業論文概要 

 

4 
 

図 13. 複合施設外観
 

3)  複合施設 

 公園東側に観光案内所・土産物売り場・飲食店・

公衆トイレの 4 つの機能をもった複合施設を設計す

る。建物間は階段やスロープを設置して水辺へ人々

を誘導し、明るい雰囲気を保ちつつ一体感を持たせ

るため屋根勾配をそろえたルーバー屋根をかける。

(図 13) 

 

① 観光案内所 

 複合施設北側は鳴門市の情報を発信する観光案内

所とする。福永家住宅や鳴門塩田の歴史だけでな

く、その他の鳴門市の観光地、食についてなど、鳴

門市全体の魅力を知ってもらうきっかけとなること

を期待する。 

 

② 土産物売り場 

 鳴門のお土産などの販売エリアを複合施設南側に

構える。福永家住宅と岬が見える場所に位置するた

め、様々な風景を楽しみつつ買い物をすることがで

きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 飲食店 

 テイクアウト専門の飲食店やカフェ・テラス席を

設け、利用者が公園を散策したり座って休憩したり

しながら飲食ができる空間づくりをする。鳴門の食

材や食文化を提供し、地域活性化につなげる。 

 
図 15. テイクアウト専門飲食店外観 

 

 
図 16. カフェ外観 
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図 14. 土産物売り場内観 


